
授業時間　第1時限　9：00～10：30　第2時限　10：40～12：10　第3時限　13：00～14：30　第4時限　14：40～16：10　第5時限　16：15～17：45

鈴木（勝）

大坐畠 湯 範 西8-131 安藤 三瓶 松田

山本（佳） 山本（渉） 小島 韓 小島 韓 美濃島 庄司 西岡

Hauser 大石 中橋 金沢 范 ○孫 ○坂井  　 ○宇田川　　　 ○山田   　 ○鷲巣　　 ○姜

※今年度休講

鈴木（淳） 安達

宮本 安井 樫森

緒方

村尾 大森・新谷  﨑山 稲葉・内田（雅）　 ※前期開講から移動

文学Ｂ 地理学Ｂ 心理学Ｂ 音楽Ｂ 美術B

○常田 ○戸田 久野

武笠 増山 佐藤（賢） ○渡辺 ○森

西8-131 村中

桂川 富田

庄野

 ○倉橋 ○庄司 中井 東3-1階演習室

Jeffreys ○谷崎 ○坂井 范 ○千葉 ○李 　 ○姜 瀧・松田 ○但木

藤井 内田（和） 結城 森下 結城

梶本 由良 川端

松村 松村

Belmonte 小泉 肖

 ○長岡(浩)

○檜枝 ※今年度休講

椿 山本（野） 西8-131 和田（光）  ○鮫田

吉永 山﨑 岩本 小池 久保木 久保木 沈

小池 大淵

稲葉

Hauser ○野内

★【国際科目】： Choo 旧C401

Choo 旧C401

注８：「海外語学研修I 」、「海外語学研修II」　佐々木　（集中講義）については、別途、詳細を掲示。国際教育センターHP(http://www.fedu.uec.ac.jp/)も参照すること。

注９：法学Ｂ　担当：荒邦は、集中講義として開講する。

【2020年10月8日　17：00　現在】

火２限

秋田

UEC Academic Skills Ⅱ(Information Literacy and Research)

火１限

回 路 シ ス テ ム 第 一

注７： II類Mエリアで「計算機アーキテクチャー」の受講を希望する学生はII類Iエリアの火曜4限「計算機アーキテクチャー」を受講すること。なお、その際には「計算機工学」を受講できない。

注１：「Academic English for the Second YearⅡ」の担当教員については別紙【昼間コース2年次英語授業時間割（後学期）】を参照のこと。

注６：所属プログラムに関わらず、学籍番号の偶数・奇数で受講すること。ただし、「基礎情報通信」および「情報通信と符号化」は所属プログラムの科目を受講すること。

（ 情 報 通 信 工 学 プ ロ グ ラ ム ）

数 値 計 算

　　　Ⅰ類「情報工学工房」（通年）　工藤

UEC Academic Skills Ⅰ(Computer Literacy)注２：担当教員の前の○印は非常勤講師、＊印は学術技師を表す。

注３：「生涯スポーツ演習Ｄ」大河原・安藤（創）・岡田（英）・狩野・星野・○新井・○布目・○千足・○泉水・○佐々木は冬期集中講義として開講する。

韓・和田

計 算 機 工 学

　 　 Ⅱ類「電子工学工房」（通年）　野村・石川（亮）・安藤（芳）・萓野・小島・高橋（弘）・鷲沢

策力木格

注５：「応用数学B」を受講する場合は、Iエリア情報通信工学プログラム・電子情報学プログラムの「応用数学B」 (月3限または火1限)を受講すること。

注４：Ｉ類「情報工学工房」は担当教員の指示に従うこと。Ⅱ類「電子工学工房」は今年度休講。

情 報 領 域 演 習 第 三

コ ン ピ ュ ー タ 設 計 論

○鮫田
アルゴリズムとデータ構造
およびプログラミング演習

アルゴリズムとデータ構造
およびプログラミング演習

コ ン ピ ュ ー タ 設 計 論

森田・小川

ﾒﾃﾞｨｱ情報学プログラミング演習

英 語 演 習

教 職 科 目 【 昼 夜 合 同 】 ※ 別 紙 教 職 科 目 時 間 割 参 照

内田（和）

基 礎 電 子 工 学

※前期開講から移動

基 礎 電 磁 気 学

山本（嶺）

山口(浩)

学籍番号下3桁
（　1910025 ～

1910340 ）

形 式 言 語 理 論

田中（一）電 磁 気 学 第 一

物 理 学 概 論 第 二 （ 再 履 ）

材 料 力 学
お よ び 演 習

東3－１階演習室

波 動 と 光 （ ｸ ﾗ ｽ Ｂ ）

機 械 力 学
お よ び 演 習

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習

基 礎 情 報 通 信

伊藤（大）

（電子情報学プログラム）

機 械 力 学
お よ び 演 習

メ カ ノ デ ザ イ ン
3

1

5

プログラミング演習（ｸﾗｽB)

電 磁 気 学 お よ び 演 習
（ ｸ ﾗ ｽ C ）

中 国 語 運 用 演 習

数 理 統 計

中 国 語 運 用 演 習 韓 国 朝 鮮 語 運 用 演 習

政 治 学 Ｂ

東4-317、東5-241・341

情 報 処 理 演 習 第 二 （ 留 学 生 ） （ 5 ・ 6 限 ）

小泉（憲）・井上・梶川・新竹・＊藤本小泉（憲）・井上・梶川・新竹・＊藤本

○鈴木（邦）

社 会 思 想 史 Ｂ

東4-317、東5-241・341

小林（義） 

金

5

2

木

4

プログラミング演習（ｸﾗｽA）

3

4

5

※対面希望者のみB-202

2

火

独 語 運 用 演 習

電 磁 気 学
お よ び 演 習 （ ク ラ ス Ａ ）

基 礎 演 習 Ｂ

材 料 力 学
お よ び 演 習

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 （ ｸ ﾗ ｽ A ）

学籍番号下3桁
（　1910025　～

1910340　）

基 礎 電 子 回 路 （ ｸ ﾗ ｽ Ｃ ）

情 報 通 信 と 符 号 化
（ 電 子 情 報 学 プ ロ グ ラ ム ）

材 料 力 学
お よ び 演 習

1
統 計 学 応 用 数 学 第 一

水 3

3

5

4

情 報 領 域 演 習 第 三

5 教 職 科 目 【 昼 夜 合 同 】 ※ 別 紙 教 職 科 目 時 間 割 参 照

1 Academic English for the Second Year Ⅱ　　　※注１

2

教 職 科 目 【 昼 夜 合 同 】 ※ 別 紙 教 職 科 目 時 間 割 参 照

ア ル ゴ リ ズ ム 論 第 一

3

1

学籍番号下3桁
（　1910354　～）

計 算 機 工 学

機 械 力 学
お よ び 演 習 （ ｸ ﾗ ｽ Ｄ ）

電 磁 気 学 お よ び 演 習

東3-１階演習室

理 工 学 基 礎 実 験

［ 学 域 特 別 講 義 Ｂ ］

田中（一） 守屋・坂本・桂川・塚本・戸倉川・Vohra・岸本・大饗・宮町・*落合・*島崎・*高田・*早川・*和田

日本レコード協会寄附講座「AI時代のエンタテイメントビジネスと著作権」

渡邉（恵）

倫 理 学 Ｂ

学籍番号下3桁
（　1910354　～）

材 料 力 学
お よ び 演 習

独 語 運 用 演 習

4

2

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ 基 礎

仏 語 運 用 演 習 中 国 語 運 用 演 習

○長岡(浩)

基 礎 電 子 工 学

英 語 演 習

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ 基 礎

機 械 力 学
お よ び 演 習

2

教 職 科 目 【 昼 夜 合 同 】 ※ 別 紙 教 職 科 目 時 間 割 参 照

4

数 理 統 計

1

柳井・高玉

3

応 用 数 学 第 一

ア ル ゴ リ ズ ム 論 第 一

金

岩崎(敦)

5

木

4

生 涯 ス ポ ー ツ 演 習 Ｂ

品 質 管 理 第 一

月

キ ャ リ ア デ ザ イ ン

3

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 電 磁 気 学 第 一

哲 学 Ｂ

3

4
情 報 領 域 演 習 第 三

社 会 情 報 論

5

統 計 学

2

教 職 科 目 【 昼 夜 合 同 】 ※ 別 紙 教 職 科 目 時 間 割 参 照

1

数 値 計 算形 式 言 語 理 論

赤池

田中（健）・椿・西・金・山本（渉）

5

基 礎 演 習 A

2

論 理 回 路 学 応 用 数 学 Ｂ

メディア情報学
プログラム 学籍番号奇数

Ⅱ類

情報数理工学
プログラム 学籍番号偶数

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 回 路 シ ス テ ム 学 第 一

1

１クラス（  002 ～ 241　　） ２クラス（　248　～　483　）

Ⅰ類

コンピュータサイエンス
プログラム

３クラス（　485　～）
経営・社会情報学

プログラム

論 理 回 路 学

菅・青山

セキュリティ情報学プログラム※注5
情報通信工学プログラム・電子情報学プログラム※注６

Ｉエリア Mエリア

先端ロボティクスプログラム

Ｓエリア

機械システムプログラム 電子工学プログラム

1
石田（尚）

奥野

基 礎 電 子 回 路 （ ｸ ﾗ ｽ B ）

論 理 回 路 学応 用 数 学 Ｂ

計測・制御システムプログラム

Ⅲ類

化学生命プログラム

Ｍエリア

物理工学プログラム光工学プログラム

電 磁 気 学 お よ び 演 習
（ ｸ ﾗ ｽ Ｂ ）

火

○久々湊

5

3

4

水

月

4

基 礎 電 子 回 路 （ ｸ ﾗ ｽ Ｄ ）

物 理 学 概 論 第 二 （ 再 履 ）

2

基 礎 物 理 化 学 （ ｸ ﾗ ｽ Ｂ ）

分 子 生 物 学 （ ｸ ﾗ ｽ Ｂ ）

Academic English for the Second Year Ⅱ　　　※注１

○米山

英　語　演　習

○田中（茂）・○泉水・○宮崎・○大辻・○八幡

1

文 化 人 類 学 Ｂ

JAPIA 寄 附 講 座 「 自 動 車 の 大 変 革 （ CASE ） に 必 要 な 技 術 」 ［ 学 域 特 別 講 義 Ｂ ］

金子・澤田

社 会 学 Ｂ

生 涯 ス ポ ー ツ 演 習 Ｂ

5
○佐野

1

分 子 生 物 学 （ ｸ ﾗ ｽ Ａ ）

（ ２ 回 目 以 降 の 教 室 は 授 業 及 び 掲 示 に て 指 示 ）

Ｕ Ｅ Ｃ パ ス ポ ー ト プ ロ グ ラ ム Ａ

初 回 ガ イ ダ ン ス ： シ ラ バ ス 参 照
※ 10 月 5 日 13 ： 00 ま で に 登 録 が 必 要 に な り ま す

計 測 工 学

応 用 数 学 Ｂ

松 木 ・ 皆 川

2

中国語第二（再履）

2

3

4

波 動 と 光 （ ｸ ﾗ ｽ Ｃ ）

※各時間割の色分けは、以下の遠隔授業実施予定形態を表しています。　授業回数により時間割と異なる開講形態のこともあるため、詳細は各科目の学務情報システム上のシラバス
　を参照してください。
※UECアカウントを入力せずに見られる大学HPのシラバスは、今年度後学期受講にあたっては参照しないでください。

対面授業
教室名がない科目はシラバス参照

リアルタイム型：Zoom/Google Meet利用
原則授業時間にログインするもの

オンデマンド型：WebClass・配信等により行うも
の

リアルタイムとオンデマンドを併用　他
詳細はシラバスで確認

（情報通信工学プログラム）

独語第二（再履） 露語第二（再履）

基 礎 電 子 回 路 （ ｸ ﾗ ｽ Ａ ）

○田中（茂）・○泉水・○宮崎・○大辻・○八幡

基 礎 物 理 化 学 （ ｸ ﾗ ｽ Ａ ）

応 用 数 学 Ｂ

Academic English for the Second Year Ⅱ　　　※注１

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ ー

無 機 化 学

韓国朝鮮語第二（再履）

２０２０（令和２）年度　　情報理工学域授業時間割　　昼間コース　2年　　後学期　　第4学期　（案）

ア ル ゴ リ ズ ム 論 第 一

基 礎 演 習 Ｂ

科 学 史 Ｂ

○長岡（英）

英　語　演　習 独語運用演習 露語運用演習 中国語運用演習 中国語運用演習 仏語第二（再履）

材 料 化 学 宇 宙 ・ 地 球 科 学

安達

歴 史 学 Ｂ経 済 学 Ｂ

アルゴリズムとデータ構造
およびプログラミング演習

○田中（茂）・○泉水・○宮崎・○大辻・○八幡

波 動 と 光 （ ｸ ﾗ ｽ Ｄ ）

西野（哲）

鈴木（淳）

範・鈴木（淳）山田（哲）　　　　　　

生 産 管 理

論 理 回 路 学

生 涯 ス ポ ー ツ 演 習 Ｂ

生 物 学

メ カ ノ デ ザ イ ン


